
専門検診 ①胃がん・大腸がんリスク検診
②糖尿病検診・血中脂質検査を受けてみませんか？

①胃がんリスク検診（ＡＢＣ検診）
胃潰瘍・十二指腸の主な原因と考えられているヘリコバクター・ピロリ菌の抗体
価検査と胃粘膜萎縮（老化）マーカーのペプシノゲン検査とを組み合わせて、
胃の健康度を３群に分類するのがＡＢＣ分類です。
このＡＢＣ分類を用いて、胃の健康度を知り、効率的に検診を行う方法がＡＢＣ
検診です。

＜ＡＢＣ分類に適さない方＞
・胃の病気の治療中の方 ・胃切除後の方 ・胃酸を抑える薬を服用中の方
・ヘリコバクター・ピロリ菌除去治療を受けた方 ・腎不全の方
これらに該当する方は医療機関にご確認、ご相談ください。

※大腸がんリスク検診
（胃がんリスク検診のオプションとして希望者の方のみ）

便に潜む血液の有無を調べる検査、いわゆる検便を行います。
大腸がんやポリープがあると、便が腸内を移動する際に血液が
付着します。便潜血検査では、便に血が混じっているかどうかを
調べ、目に見えないわずかな出血も検出することが可能です。
便の採取は自宅で行うことができます。

早期発見が
大切です！

ヘリコバクター・ピロリ抗体
価検査とは・・・
ヘリコバクター・ピロリ菌は、
胃酸分泌や胃粘膜の免
疫能の働きが不十分な
幼少期（4～5歳）頃まで
に感染すると考えられて
います。子供の頃に感染
しなかった場合、大人に
なってから感染することは
稀だと言われています。

ペプシノゲン検査とは・・・
食べ物の消化に関与する
「ペプシノゲン」という物質の
血中濃度を調べることで、
胃粘膜の萎縮（老化）の
状態を客観的に調べる検査
です。
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②糖尿病検診＜血糖値・ＨｂＡ1ｃ（ヘモグロビン・エーワンシー）＞
糖尿病とその予備軍の合計は、約２０５０万人、国民の５人に１人が該当
すると言われています。糖尿病の自覚症状としては「のどがよく渇く」「水を
よく飲む」「尿が多くなる」「痩せる」などがあります。しかし、初期の段階では
全く症状がないことも多く、病気に気付かない場合が多いので、血液検査を
おすすめしています。

血糖値・・・・・・血液中のブドウ糖のことを意味します。ブドウ糖はエネルギー源として
利用されますが、健常な人では血液中のブドウ糖（血糖）は一定に
保たれています。そのコントロールを行っているインスリンが不足したり、
インスリンの働きが弱くなったりすると、高血糖状態すなわち糖尿病に
なってしまいます。

ＨｂA１ｃ値・・・赤血球に含まれるヘモグロビンにブドウ糖が結びついたもので、
過去１～２ヶ月の平均血糖値を反映します。
ＨｂA１ｃ値の基準値は４．３～５．８％です。

検査方法 料金（税込） 検査方法 料金（税込）

①胃がん
リスク検診

採血 3000円
②糖尿病
検診

耳朶血 1000円

オプション

大腸がん
リスク検診

検便 1000円
オプション

脂質検査 採血 500円

〒841-0031 佐賀県鳥栖市鎗田町２８１番３
Tel (0942)84-1515 Fax  (0942)82-1187 ホームページ http：//haradakai.com/
ご質問等ありましたらお気軽にお問い合わせください。

料金案内

※1 大腸がんリスク検診は、胃がんリスク検診の際、検便キットをお渡ししますので、後日郵送して頂きます。
※2 耳朶血とは、耳たぶからごく少量の採血を行う方法ですので、痛みが軽くて済みます。
※3 糖尿病検診で脂質オプションをされる方は、採血のみで耳朶血は行いません。

※血中脂質検査（糖尿病検診のオプションとして希望者の方のみ）
採血により、総コレステロール・ＨＤＬコレステロール・ＬＤＬコレステロール・中性
脂肪を調べます。血液中の脂肪分（血中脂質）は、心筋梗塞などの動脈硬化の
原因として、高血糖と同じくらい重要と考えられています。

※２

※1 ※３

検診結果は、後日ご自宅に郵送いたします。
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